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医師のプロフェッショナリズム推進のための、キャリア教育及びキャリア維

持・向上に関連する医学教育の制度化に関する要望書 

 

全国医学部長病院長会議「女性医師の労働・環境問題検討委員会」は、その前

身である検討WGの時期より、女性医師就労継続の課題に取り組んで参りました。 

 

 平成２２年時点における女性医師は、医師総数の１８．９%、とくに２９歳以

下では３５．９%を占めるに至り、従来にも増して、女性医師が生涯を通して医

師の責務を果たすための実効的な対策が求められています。 

  

 本委員会では労働環境および保育環境の改善、キャリア維持・向上の重要性を

強調してまいりました。それらを推進すると共に、男女医学生に対する医師のプ

ロフェッショナリズムを基盤とした「キャリア教育」によるプロフェッショナル

意識の確固たる動機づけと、その啓発が極めて重要であると考えています。その

ため、大学医学部・医科大学における「医師のキャリア形成に関連する医学部教

育の実態調査」を実施致しました。 

  

 当該調査結果を踏まえて、当委員会としては、キャリア教育の問題について、

以下の対策の早急な実施を強く要望致します。 

 

平成２５年○月◯日  

                        全国医学部長病院長会議 

                                                 会 長  別所 正美 

                                                 副会長  岡村 吉隆 

                                   女性医師の労働・環境問題検討委員会 

                                                 委員長  津田 喬子 

                                 



（別 添） 

 

 

  「医師のキャリア形成に関連する医学部教育の実態調査結果」 

 

１．大学医学部・医科大学における医学生に対する「キャリア教育」体制の充実 

 アンケート結果では、医学生のキャリア教育担当部署設置は３０％未満で

あり、兼任教官が多く、キャリア教育兼任教官に対する教育評価を実施する

施設は全体の半数であった。 

 キャリア教育担当部署設置の義務化、専任教官の任命、専任教官の FD（教

育能力開発）の実施を要望する。 

 

２．「キャリア教育」の目標及び内容（カリキュラム）の明確化 

 アンケート結果から、各施設のキャリア教育の内容は多岐に亘り、教育方

法も模索中であった。「キャリア教育」のカリキュラムを明確にし、施設間格

差を生じさせないことが望まれる。 

 女性医師の労働・環境問題検討委員会は「キャリア教育」の具体的目標と

して、１）医師として就労を生涯継続する、２）医学知識と技能の研鑽に励

み、中断しない、３）自己啓発力を形成する、４）医学・医療を社会へ還元

する意識を持つ、５）男女平等な社会の実現に努力する、６）ワークライフ

バランスを正しく理解する、を提案する。 

 併せて、「キャリア教育」の内容（カリキュラム）の明確化を要望する。 

 

３．医学教育モデル・コア・カリキュラムへの「キャリア教育」の組み込み 

   「キャリア教育」を徹底するために、医学教育モデル・コア・カリキュ 

  ラムの「A 基本事項 ４ 課題探求・解決と学習の在り方」の中に、「キャ 

  リア教育」の項目を新たに組み込むことを要望する。 

 

 

 

 

 


